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1.２０１４年３月期　上半期業績

【連　結　損　益】

売上比 前期比 計画比

100.0% 109.7% 106.1%

2.7% 110.7% 101.2%

3.0% 110.5% 114.5%

2.6% 85.5% 102.7%

1.0% 64.2% 78.3%

(百万円)

売上比 前期比差

食肉事業本部 - 129.1%

加工食品事業本部 - 102.0%

その他 - 96.2%

食肉事業本部 -0.1% ▲ 477

加工食品事業本部 4.2% 768

その他 -4.0% 102

(備考)北海道、北陸地域の販売子会社化に伴い、２０１３年３月期の管理区分を２０１４年３月期のセグメント管理区分に変更しました。

【個　別　損　益】 (百万円)

売上比 前期比

100.0% 108.7%

1.2% 74.2%

1.6% 83.6%

0.9% 53.5%

0.6% 44.0%当 期 純 利 益 1,391 612

経 常 利 益 2,111

税 引 前 当 期 純 利 益 1,905 1,019

1,764

 2013年3月期

売 上 高 99,446

営 業 利 益 1,689

営 業 利 益 424

3,339

▲ 108

売 上 高 38,351

96,017

157

当 期 純 利 益 2,318

 【セグメント別損益】

 2013年3月期

経 常 利 益 4,044

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 4,442

 2013年3月期

売 上 高 134,526

営 業 利 益 3,655

1,253

108,112

 2014年3月期

▲ 6

4,107

▲ 53

151

97,891

49,493

 2014年3月期

147,536

 2014年3月期

1,488

3,799

4,467

4,047

中期計画

139,000

4,000

3,900

3,700

1,900
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1.２０１４年３月期　上半期業績



1.２０１４年３月期　上半期業績２

【連　結　損　益】 (百万円)

(売上高) 商品別売上高(百万円)

実　績 売上比 実　績 売上比 前期比 ・食　　肉 (前期比113%)

134,526 100.0% 147,536 100.0% 109.7% ・ハムソー (前期比105%)

38,351 28.5% 49,493 33.5% 129.1% ・加工食品他 (前期比109%)

96,017 71.4% 97,891 66.4% 102.0%

157 0.1% 151 0.1% - (売上原価)

111,916 83.2% 124,437 84.4% 111.2% ・売上原価比率が１.２％アップ

22,610 16.8% 23,099 15.7% 102.2% 原材料・仕入品比率 ２.０％アップ

18,954 14.1% 19,051 12.9% 100.5% 原価費用比率　 ０.８％改善

3,655 2.7% 4,047 2.7% 110.7%

652 - 619 - - (販管費)

264 - 199 - - ・売上高販管費比率は１.２％改善。

4,044 3.0% 4,467 3.0% 110.5% 人件費比率 ０.６％改善

703 - 136 - - 販管経費比率 ０.６％改善

305 - 803 - -

4,442 3.3% 3,799 2.6% 85.5% (特別損益)

1,582 - 1,640 - - ・製品自主回収関連費用として特別損失

541 - 671 - - 　６５８百万円を計上。

2,318 1.7% 1,488 1.0% 64.2%

32,264

少 数 株 主 利 益

当 期 純 利 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 等

そ の 他

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 管 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

59,560

加 工 食 品 事 業 本 部

【主　な　ポ　イ　ン　ト】

科　　　目
2013年3月期 2014年3月期

売 上 高

食 肉 事 業 本 部

55,712
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(注)１億円未満は切り捨て (注)１億円未満は切り捨て
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3.２０１４年３月期　食肉事業本部の上半期の状況

●店頭売価の低迷とデフレマーケットの継続

●食肉の海外現地相場高、為替の円安

●国産豚肉相場の高値推移

●国産牛肉相場の高値推移と調達価格の高騰

○国産豚肉の収益改善 ・国産豚肉販売数量 前期比　１２７％とするも

・国産豚肉粗利益 前期比　　７９％

○新規チャネル開拓 ・ネットスーパー販売（数量伸び悩み）

　産地パック開発 ・チルド産地パック商品開発（鶏肉で開始）

○輸入牛肉・輸入豚肉の拡販 ・輸入牛肉販売数量 前期比　１１１％

・輸入豚肉販売数量 前期比　１２４％

事業環境

施 策 成 果
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3.２０１４年３月期　食肉事業本部の上半期の状況２

収　　　益 (百万円)

収益の増減要因

★売上高の増加 億円

販売数量の増加 豚肉(125%)、牛肉(117%)

販売単価のアップ 豚肉(102%)、牛肉(111%)、鶏肉(109%)

★営業利益の減少 億円

総費用の削減 人件費、支払手数料、運搬費の削減

販売数量の増加

粗利益単価のダウン 販売単価アップするも仕入単価アップの影響大

粗利益単価(前年比)　豚肉(74%)、牛肉(81%)

前期比2013年3月期

49,493

2014年3月期

38,351売 上 高 129.1%

111

▲ 5

2

81

30 (前期比)

(前期比)

424

1

営 業 利 益 -▲ 53

▲ 8

★主な要因
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3.２０１４年３月期　食肉事業本部の上半期の状況２



4.２０１４年３月期　加工食品事業本部の上半期の状況

●節約志向による内食の増加

●低価格志向による販売価格の低迷

●為替の円安→輸入商品・原材料・重油・包装資材等の高騰

●流通業界の再編、ドラッグ・ディスカウントなど販売チャネルの多様化

○重点商品を中心に販売活動 ・重点商品の販売構成比７０％超

　を集中 ・商品規格数６％減（上半期） ハムソー販売数量

前期比１０６％

○販売促進策の展開強化 ・新規取引、取引の拡大 加工食品販売数量　

　 ・おいしさ、ふれあいキャンペーン 前期比１０３％

・ＴＤＬダイヤモンドホースシュー

・東北楽天応援キャンペーン

○ＣＶＳ向け商品の強化 ・専門店に負けない商品の開発 売上拡大

・積極的な設備投資 前期比１１２％

○省人化推進と数量拡大 ・本体４工場の 前期比

　「人時生産性」向上　 　１１％アップ

事業環境

成 果施 策
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4.２０１４年３月期　加工食品事業本部の上半期の状況



収　　　益 (百万円)

収益の増減要因

★売上高の増加 億円 ★主な要因

ＣＶＳ向け惣菜等

ハムソー・加工食品等

食　肉

★営業利益の増加 億円

粗利益の増加

(単体：18減、連結子会社：32増)

総費用の増加

(単体：18減、連結子会社：24増)

14

▲ 6

23

3,339

▲ 47

売 上 高

営 業 利 益

96,017

19

8

123.0%

43

2013年3月期 2014年3月期 前期比

102.0%97,891

4,107

P.9
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【資産の部】 【負債・資本の部】

・現預金の減少　　　　２９億２２百万円 ・仕入債務の増加　　１２億９５百万円

・棚卸資産の増加　　　１９億５５百万円 ・未払費用等の減少　１０億２６百万円

・有形固定資産の増加　１２億１１百万円 ・長短借入金の減少　　５億９０百万円

・利益剰余金の増加　１０億４７百万円

2013年3月期末 2013年9月末 増　　減

流 動 資 産 53,352 51,832 ▲ 1,520

固 定 資 産 57,285 60,033 2,748

総 資 産 110,637 111,865 1,228

流 動 負 債 49,677 49,511 ▲ 166

固 定 負 債 18,708 18,336 ▲ 372

負 債 合 計 68,386 67,848 ▲ 538

株 主 資 本 32,330 33,375 1,045

そ の 他 の 包 括 利 益
累 計 額

3,405 3,523 118

少 数 株 主 持 分 6,515 7,118 603

(百万円)

負 債 純 資 産 合 計 110,637 111,865 1,228

純 資 産 合 計 42,251 44,017 1,766
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5.２０１４年３月期　上半期末連結貸借対照表
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6.２０１４年３月期　上半期キャッシュ・フロー、各種経営指標

【連結キャッシュ･フロー計算書】

　○２０１４年３月期の主な内容

【営業活動キャッシュ・フロー】 【投資活動キャッシュ・フロー】 【財務活動キッシュ・フロー】

・税金等調整前四半期純利益の計上　 ・有形固定資産の取得 ・長期借入金の増減
３７億９９百万円 ▲３３億１百万円 ▲５億３６百万円

・減価償却費の計上　 ・リース債務の返済
２２億８４百万円 ▲１億９１百万円

・配当金の支払い
▲４億４６百万円

【各種経営指標】

*純資産合計から少数株主持分を除いたものを自己資本としています。

(百万円)

 2013年3月期  2014年3月期 増　　減

営業活動キャッシュ・フロー 5,335 2,816 ▲ 2,519

投資活動キャッシュ･フロー ▲ 3,246 ▲ 4,391 ▲ 1,145

財務活動キャッシュ･フロー ▲ 5,159 ▲ 1,374 3,785

現金及び現金同等物の期末残高 7,646 5,603 ▲ 2,043

(百万円、％、倍)

 2013年3月期末 2013年9月末 増　　減

自 己 資 本 35,736 36,899 1,163

自 己 資 本 比 率 32.30 33.00 0.70

有 利 子 負 債 16,586 15,854 ▲ 732

負 債 資 本 倍 率 0.46 0.43 ▲ 0.03



２０１４年３月期

業績見通し
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1.２０１４年３月期　食肉事業本部の下半期の取組み

<事業の現況・課題> <施策・対応>

●国内食肉販売価格のデフレ継続 ●販売チャネル構成の是正（小売偏重

　からの脱却）と売価アップ

●差別化商品（オリジナルブランド） ●差別化商品構成比の引き上げ

　による収益性改善 ●新たな商品の開発（国内、海外）

●海外食肉価格の高値継続と日本 ●米国産牛肉現地加工商品の開発

　の買い負けによる調達コスト上昇 ●米国産牛肉の先物商談、早期提案営業

　の実施による得意先取り込み

●国産養豚事業のさらなる拡大

●国内ＰＣ（産地パック）の確立

●疾病問題による食肉調達国リスク ●食肉調達国のリスク分散

●国内調達エリア分散

P.13

1.２０１４年３月期　食肉事業本部の下半期の取組み



2.２０１４年３月期　加工食品事業本部の下半期の取組み

<事業の現況・課題> <施策・対応>

●低価格品へのシフト、原材料の高騰 ●主力商品を中心に販売活動を集中し、

　取扱店舗、売場展開の拡大を推進

●積極的な提案営業により業務用商品の
　売上拡大
●コストダウンと効率化の継続
●人時生産性のさらなる向上

●歳暮ギフト拡大と第４四半期収益確保 ●歳暮ギフトは「匠逸品シリーズ」品揃え強化、

「こだわり逸品シリーズ」の更なる充実で

　前期比１０５％以上を目指す

●シーズン需要（秋～冬）の「鍋商材」等の
　売上拡大

●新商品の早期投入
●キャンペーンの展開
●ＴＶＣＭ（香薫ウインナー）の関東地区を
　含む全国での放映

P.14

2.２０１４年３月期　加工食品事業本部の下半期の取組み



【連　結　損　益】 (百万円)

前期比

103.4%

101.9%

94.7%

91.8%

(上下期別) (百万円)

(百万円)

前期比

食肉事業本部 110.1%

加工食品事業本部 100.5%

その他 -

食肉事業本部 0.0%

加工食品事業本部 109.0%

その他 -

中期計画

▲ 126 0

4,000

191,099 192,000

336 300

285,000

7,400

7,500

当 期 純 利 益 4,359 4,000

営 業 利 益 7,259 7,400

6,790 7,400

営 業 利 益 595 0

 2013年3月期  2014年3月期

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

売 上 高 84,212 92,700

 【セグメント別損益】

137,500

3,400

3,100

2,500

経 常 利 益 7,923 7,500

1,488

上半期(実績)

147,536

4,047

4,467

 2013年3月期  2014年3月期

売 上 高 275,647 285,000

下半期(見通)

売 上 高

P.15

3.２０１４年３月期　年度業績見通し



4.業績の推移

（注）２０１４年３月期は見通し １億円未満は切り捨て
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4.業績の推移
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5.成長戦略の進捗



ご　参　考　資　料
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連結損益計算書の推移

【連結損益計算書:セグメント別】 (百万円)

セグメント 上期実績 下期実績 通期実績 上期実績 下期実績 通期実績 １Ｑ ２Ｑ 上期実績 下期見込 通期見込

売上高 44,758 42,657 87,415 38,351 45,861 84,212 25,005 24,488 49,493

90,841 92,563 183,404 96,017 95,082 191,099 46,270 51,621 97,891

168 234 402 157 179 336 75 76 151

合　　計 135,768 135,454 271,222 134,526 141,121 275,647 71,350 76,186 147,536 137,500 285,000

売上原価 112,726 112,309 225,035 111,916 118,140 230,056 60,290 64,147 124,437

売上総利益 23,042 23,145 46,187 22,610 22,981 45,591 11,060 12,039 23,099

19,302 19,557 38,859 18,954 19,377 38,331 9,299 9,752 19,051

営業利益 3,740 3,587 7,327 3,655 3,604 7,259 1,760 2,287 4,047 3,400 7,400

営業外損益 261 ▲ 34 227 388 275 663 382 38 420

経常利益 4,001 3,553 7,554 4,044 3,879 7,923 2,143 2,324 4,467 3,100 7,500

特別損益 55 ▲ 652 ▲ 597 398 ▲ 414 ▲ 16 84 ▲ 751 ▲ 667

4,056 2,901 6,957 4,442 3,464 7,906 2,226 1,573 3,799

当期純利益 2,565 1,932 4,497 2,318 2,041 4,359 891 597 1,488 2,500 4,000

（ご参考）商品別の売上高 (百万円)

商品別 上期実績 下期実績 通期実績 上期実績 下期実績 通期実績 上期実績 通期見込

売上高 53,853 52,801 106,654 49,307 49,362 98,669 55,712 105,000

29,393 28,319 57,712 30,691 30,635 61,326 32,264 63,000

52,523 54,333 106,856 54,526 61,126 115,652 59,560 117,000

合　　計 135,769 135,453 271,222 134,526 141,121 275,647 147,536 137,500 285,000

食肉事業本部
加工食品事業
本部
その他

２０１2年３月期 ２０１3年３月期 ２０１4年３月期

販売費及び一般管理費

加工食品他

２０１３年３月期 ２０１４年３月期

食　　肉

ハムソー

２０１２年３月期

税金等調整前当期純利益

P.19



連結貸借対照表の推移

【連結貸借対照表】 (百万円)

上期末実績 年度末実績 上期末実績 年度末実績 上期末実績 年度末見込

流動資産 51,571 52,693 52,443 53,352 51,832 53,500

固定資産 51,189 53,781 54,806 57,285 60,033 62,300

総資産 102,760 106,475 107,250 110,637 111,865 115,800

流動負債 48,868 49,031 48,490 49,677 49,511 50,000

固定負債 19,959 20,836 20,037 18,708 18,336 18,200

負債合計 68,828 69,867 68,527 68,386 67,848 68,200

株主資本 26,334 28,255 30,199 32,330 33,375 35,900

2,346 2,890 2,622 3,405 3,523 3,900

少数株主持分 5,251 5,461 5,901 6,515 7,118 7,800

純資産合計 33,931 36,607 38,722 42,251 44,017 47,600

負債純資産合計 102,760 106,475 107,250 110,637 111,865 115,800

自己資本 28,680 31,146 32,821 35,736 36,899 39,800

自己資本比率（％） 27.9 29.3 30.6 32.3 33.0 34.4

２０１２年３月期 ２０１４年３月期２０１３年３月期

その他の包括利益
累計額
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(1)交雑牛去勢B3の卸売価格(東京) (枝肉ベース、単位:円/Kg) 　牛肉ロース(国産)の小売価格(東京) (単位:円/100g)

(2)豚肉の卸売価格(東京・大阪加重平均) (枝肉ベース、単位:円/Kg) 　豚肉ロース(国産)の小売価格(東京) (単位:円/100g)

(3)鶏肉(もも肉)の卸売価格(東京) (単位:円/Kg) 　鶏肉もも(国産)の小売価格(東京) (単位:円/100g)

農林水産省(食肉流通統計) 　　総務省(小売物価統計調査報告)
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(1)ハム・ソーセージの生産数量 （ｔ） (2)ハム・ソーセージ・ベーコン(合計)の消費動向
①１ヶ月あたり購入量 （ｇ）

②１ヶ月あたり購入金額 （円）

1.日本ハム・ソーセージ工業協働組合 総務省統計局 家計調査報告(全国・二人以上の世帯１世帯あたり)
2.「やき豚」の生産数量を含む

●２０１２年度
●２０１２年度 購入数量 　　８３４ｇ/月（前年比１００．２％）

生産数量 ５４８，３０７トン（前年比１００．８％） 購入金額 １，２５９円/月（前年比　９８．９％）

●２０１３年度（４～８月累計） ●２０１３年度（４～９月累計）

生産数量 ２３９，３７０トン（前年比１０２．６％） 購入数量 　　８４６ｇ/月（前年同期比１０１．７％）

購入金額 １，２６７円/月（前年同期比１０２．７％）
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Ｐｒｏｆｉｌｅ (2013年9月30日現在)

■ 会社概要 ■ 会社のあゆみ

本 社 東京都品川区東品川４丁目１２番２号 1931年9月 金沢市に竹岸ハム商会を開設
品川シーサイドウエストタワー

1948年7月 高岡市に竹岸畜産工業株式会社を設立
代 表 者 代表取締役社長　松井　鉄也

1962年8月 東京、大阪両証券取引所第一部に上場
事 業 内 容 ハム・ソーセージ、食肉および

加工食品の製造・販売 1965年5月 社名をプリマハム株式会社に変更

設 立 １９４８年７月９日 1984年3月 東京ディズニーランド公認スポンサーとして参加

資 本 金 ３３億６３００万円 2004年4月 三重工場「ＩＳＯ１４００１」認証取得

決 算 期 ３月３１日 2005年3月 プロ野球「東北楽天ゴールデンイーグルス」
オフィシャルシルバースポンサーとして参加

従 業 員 数 2,171名(137名減)
2005年4月 本社、他生産工場「ＩＳＯ１４００１」認証取得

事 業 所 営業拠点 　6支店　26営業所
生産拠点 　4工場 2007年5月 全国４工場（ハム・ソーセージ）「ＩＳＯ２２０００」

認証取得
グ ル ー プ 会社 31社

連結子会社 28社 2008年7月 加工食品製造工場、物流部門「ＩＳＯ２２０００」
持分法適用関連会社   3社 認証取得（計２６事業所で認証取得）

企業集団 12,080名(355名増) 2010年4月 プロ野球「東北楽天ゴールデンイーグルス」
従業員数 オフィシャルゴールドスポンサーとして参加

グループ拠点 生産拠点 20工場 (国内) 　 2011年9月 創業８０周年を迎える
６拠点 (海外)

2013年5月 三重工場、秋田プリマ食品㈱「ＦＳＳＣ２２０００」
（備　考） を認証取得
増減は前期末（２０１３年３月３１日現在）との比較
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企業集団の状況 (2013年9月30日現在)

<食肉事業本部>

太平洋ブリーディング㈱

Swine Genetics International,Ltd.

肉豚の供給

<食肉事業本部> <食肉事業本部>
お

連結子会社

㈱かみふらの工房 西日本ベストパッカー㈱ 関東プリマミート販売㈱

茨城ベストパッカー㈱ 関西プリマミート販売㈱

当 物流業務等の販売

プリマロジスティックス㈱

<加工食品事業本部> <加工食品事業本部>
得

プリマ食品㈱ 四国フーズ㈱ 北海道プリマハム㈱ プリマハム近畿販売㈱

秋田プリマ食品㈱ 熊本プリマ㈱ 北陸プリマハム㈱ ㈱エッセンハウス

プライムフーズ㈱ プリマルーケ㈱ 佐賀プリマ販売㈱ 東栄フーズ㈱

清掃・サービス業務等の販売

プリマ環境サービス㈱

製品・商品の販売

意
<加工食品事業本部> <加工食品事業本部>

PRIMAHAM(THAILAND) Co.,Ltd. プライムデリカ㈱

山東美好食品有限公司

㈱プライムベーカリー

<加工食品事業本部>
<その他>

先

社 Prime Deli Corp.

プリマシステム開発㈱

㈱つくば食品評価センター 康普(呉江)食品有限公司

プライムテック㈱

プリマ・マネジメント・サービス㈱

情報処理業務等の販売

食品の理化学検査業務の販売

理化学機器の販売

伊藤忠商事㈱

海外事業(1社)

持分法適用関連会社

食肉の処理加工(3社)

連結子会社

物　　流(1社)

連結子会社

加工食品の製造販売(6社)

連結子会社

商品の供給

加工食品の製造販売(2社)

その他の事業(4社)

連結子会社

清掃等サービス(1社)

連結子会社

連結子会社

連結子会社

持分法適用関連会社

連結子会社

商品の販売

肉豚の販売

持分法適用関連会社

清掃・サービス業務等

加工食品の製造販売(6社)

連結子会社

商品の販売

原料・商品の供給

原料・商品の供給

販売会社(2社)

原料・商品の供給 商品の供給 商品の販売

商品の販売

の受託

海外事業(2社)

種豚・肉豚生産肥育(1社)
連結子会社

商品の供給 商品の供給

(その他の関係会社)

関連当事者(1社)

商品の理化学検査受託

海外事業(2社)

情報処理業務等の受託

常設設備等の賃借
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経　営　ビ　ジ　ョ　ン

おいしさ、ふれあい

　お客様との絆を大切に、食の「おいしさ」、人との「ふれあい」

　を通じて楽しく豊かな食の未来を創造する。

経営理念　－プリマの原点ー

　一、正直で基本に忠実

　一、商品と品質はプリマの命

　一、絶えざる革新でお客様に貢献

経営ビジョン

　１．一人一人が想像力、提案力とスピーディーな行動力を発揮し

　２．卓越した商品開発力と技術力を結集して

　　　総合力でお客様に安全でおいしい食品と関連情報を提供し

　　　健康で豊かな食生活に貢献する。

　３．果敢に自己変革して収益力のある総合食品企業に脱皮する。
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注　　意　　事　　項

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく

当社の判断や仮定のものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。

従って実際の業績等は、予想数値と異なる結果となる場合があります。

お問合せ先

プリマハム株式会社　総務・広報部

ＴＥＬ. ０３－６３８６－１８００

ＦＡＸ. ０３－５４６２－１７０１

ホームページアドレス http://www.primaham.co.jp/
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